
第５２回定期総会を開催しました

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言発令の中、「令和２年度第５２回野幌若葉自治会定期

総会」が４月２６日(日）１３時から野幌若葉自治会館で行われました。

小松会長より、今回の総会はコロナウイルス感染

予防対策で異例の形式での開催となったこと、令和

元年度の事業については、概ね計画通りに実施され

たこと、次年度の事業に対する審議のお願いのこと

ばで開会しました。続いて、倉嶋副会長より、新型

コロナウイルスの影響で来賓の欠席、代議員から委

任状の提出を受けたことの報告がありました。

本多総務部長より、第７回の理事会において本総

会を「書面総会」に決定した経緯を説明、出席代議

員数の報告に入り、代議員総数１５２名に対し出席

２名、委任状提出１３１名、合計１３３名で過半数以

上の代議員出席となり総会が成立している旨の報告

を受けました。また、代議員から議案に対する異議等

は無かったことを合わせて報告がありました。

議長・書記選出は、総務部長より指名があり、議

長に西２区加藤幸治代議員、書記に東６区浦家学代議

員が選出されました。

議事については、報告第１号から議案第３号までを

議長判断で議決いただき、規約の改正については、街路灯事業が完了したため「街路灯整備事

業融資要領」を規約集より削除したことを報告し承認されました。

退任役員紹介では、小松会長より代表して挨拶を

いただき、表彰規定に則り小松会長に花束の贈呈を

行いました。最後に、今年度で役員を退任する倉嶋

副会長より、第５２回定期総会「閉会のことば」で

締め括りました。

今回、コロナウイルス対策で総会に出席出来なか

った退任役員の皆さま、1 年間本当にありがとうご

ざいました。今後とも自治会活動にご理解とご協力

をお願いいたします。また、今年度の新役員の皆さ

まにおかれましては、向こう１年間ご苦労をお掛け

いたしますが、ご協力よろしくお願いいたします。
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小松会長退任あいさつ

２０１０年４月当自治会に参加して以来、総務部長を４年、

会長職６年執らさせて頂き、この４月で退任いたしましたが、

就任中は先輩諸氏や会員の皆様の多大なご指導ご協力を頂き

ましたこと、誠にありがとうございました。

ご存知の通り、野幌若葉町には大型の商業施設が無く、ＪＲ

高架・酪農学園農場・野幌原始林に狭まれた閑静な住宅街です

が、この街に居住される皆様の生活意欲は高く自治会活動もか

なり充実したものであったと自負しております。それは、これ

まで各事業部を担当されてきた役員の皆様のご創意とご努力

の継続によるものであり、当自治会の大きな財産であると思っ

ております。

今年２月頃から流行拡大を見た新型コロナウイルス感染の波はなかなか収まりを見せず、自

治会活動を含め各種会合の開催自粛が今も継続していますが、流行が下火となりこれまで通り

に自治会活動が再開される日が早く来ることを祈るとともに、会員の皆様には今後とも小田島

新会長と自治会活動へのご支援を宜しくお願い致します。

野幌若葉自治会長の就任にあたって 会長 小田島 篤

青葉のさわやかな季節となり、野幌若葉自治会会員の皆様方

におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げま

す。日頃より、自治会活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申

し上げます。

この度、第 52 回定期総会決議により自治会長に就任いたし

ましたが、皆様へのご挨拶が新型コロナウイルスの流行により

広報わかばの紙面をお借りしての事となりました。

新聞、テレビ等の報道の通り、新型コロナウイルス対策の要

は『三密の回避』ですが、自治会活動は逆に疎遠になりがちな

地域単位の繋がりを維持して、更には自助、共助、公助の内の

共助を担う一つの組織として活動する事が使命だと考えます。

しかし、自治会活動の中心たる『野幌若葉自治会館の臨時休

館』など活動を制限された状態で、昨年までとは違った活動の自粛、中止、延期の状態が続いてお

ります。人類社会にもたらしている大規模な災厄の終息時期すら見通せない中、健康・経済・学業

に対し社会不安が目前に有るなか、会員の皆様ができる限りご家庭単位に於いて、自分たちで出来

る感染対策を確り行い、ご自身の健康維持にできる限り努力し、前向きな精神の状態を保ちながら

日々生活する事が大切だと思います。自治会として、少子高齢化など多くの問題を抱える所ではご

ざいますが、一昨年は自治会設立 50 周年を迎え、新分譲地に若い世代中心の『東 8区』が誕生いた

しました。会員 1,217 の総意とご協力で、より一層安心・安全で魅力的な地域になるよう活動する

次第です。今後、緊急事態宣言解除後の活動に向け、各部で様々な状況の変化に対応した検討を行

っております。会員各位があって成り立つ自治会活動です。今後ますますの積極的なご参加をあら

ためてお願いし、就任の挨拶といたします。



第１回理事会の開催 ５月３０日（土）１８時から 野幌若葉自治会館

令和２年度「第１回理事会」を開催しました。本多副会長の開会のことばに続き、小田島会長

より挨拶を頂き、コロナウイルス流行の中お集り頂いたお礼と、三密を避け短時間で内容の濃い

議論をお願いしたいと挨拶がありました。なお、議事については、以下の通りです。

１．議事

（１）令和２年度事業計画概要について

（２）新型コロナウィルスの影響に伴う令和２年度事業自粛について

 自治会館の臨時休業について … ６月末までとする

 自治会活動の自粛期間 … ７月末までとする

（３）各部における事業計画の見直し … 各部で調整する

（４）夏祭りの実施及び実行委員会の開催について

… 夏祭りは中止、９月の理事会で代替え案等を検討する。

２．報告連絡事項

 総務部

（１）会長・副会長の事業分担について

 小田島会長 … 業務部門：青少年育成部、社会福祉部、女性部

 千葉副会長 … 企画部門：環境部、文化部、生活安全部

 本多副会長 … 管理部門：総務部、会計部、会館運営部

（２）会報『わかば』の発行体制について(6,9,12,3 月)

（３）自治会役員の道町連保険の加入手続き完了について

期間…令和２年４月７日から令和３年３月３１日まで

（４）役員玄関プレートの整備（全数交換）

 生活安全部 防災訓練の実施について

 環境部 花壇づくりの実施について … 事業を中止する

 文化部 ＰＧ大会の運営方針について

 総務部その他

（１）春秋クラブ・ミニバスに対する助成金の支払いについて

（２）区長の業務内容について

（３）回覧：道路工事着工のご挨拶



「花壇づくりは中止となるが花は満開です」 環境部

今年の花壇づくりは、新型コロナウイルス感染防

止から基本的に花苗の植栽は中止としました。

しかし、花苗 1,500 株は、昨年から江別市の斡旋

で購入が決まっていたため、各区へ配布し会員の皆

さんに利用して頂きました。また、一部の苗は、野

幌若葉小学校へ寄贈し生徒さんに植栽して頂きまし

た。きっと今年も二色のマリーゴールドが花壇等で

咲き誇り、広く地域の景観に貢献する事と思います。

（環境部長 千葉 始 記）

○令和２年度上半期のおもな行事予定

・花壇づくり 6月 （中止） 鉄東線、白樺通り、とちの木公園

・フラワーアレンジメント 6月 （中止） 野幌若葉自治会館

・第 1回地域交流の集い 7月 18日（未定） 野幌若葉自治会館

・第 2回地域交流の集い 8月 30日（未定） 野幌若葉自治会館

・夏祭り＆盆踊り 8月 （中止） とちの木公園

・青少年 夏レク 8月 （未定） ガトーキングダム

・長寿祝い金贈呈 9月 21日（月）敬老の日

・第 3回地域交流の集い 9月 26日（土） 野幌若葉自治会館

・パークゴルフ大会 9月（中止）

・女性部研修旅行 9月（未定）

・自治会防災訓練 9月 5日（土） 野幌鉄南・西部自主防災協議会主催

※行事の詳細が決まりしだい、担当事業部等から回覧板等でお知らせします。

「広報わかば」を含む各種情報が掲載されています。パソコン・スマホから、ご活用ください。

EMC 自治会活動 : https://jichikai.ebetsu.org/

若葉子供見守り隊 隊員募集!!

「気楽に・気長に・危険なく」をモットーに普段の生活の中で野幌若葉小児童を守る安心・安全活動を続

けています。活動に参加したい、興味がある方は、各区長または生活安全部まで気軽にお声掛け下さい。

生活安全部 連絡先：野幌若葉自治会館 電話：０１１－３８４－４４１０


